
講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 31029

開講期間 授業形態 単位数 科目必選区分

担当教員

考古学資料論

---

後期 講義 2単位

犬木　努
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配当学科・学年
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歴文2

2021 年度

授業テーマ 考古学の方法論および考古遺物の製作技術について

講義概要 ①考古学の方法論について学ぶ。
②さまざまな考古遺物について、材質別に製作技術、変遷観・年代・使用法・分布・歴史的意義などについて概
観する。

到達目標 ・考古学の方法論に関わる基礎概念について説明することができる。
・さまざまな考古遺物について、材質別に製作技術の特徴について説明することができる。。

評価方法 ・評価は、平常点（２０％）、レポート（１０％）、学年末に行う筆記試験（７０％）によって行う。

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法 ・質問に対しては、次回の授業時に全体に向けて回答・説明し、必要に応じて質問者に個別に回答・説明する。

評価基準 ・考古学の方法論に関わる基礎概念について適切に説明することができる（秀）。
　考古学の方法論に関わる基礎概念について概ね適切に説明することができる（可）。
・さまざまな考古遺物について、材質別に製作技術の特徴について適切に説明することができる（秀）。
　さまざまな考古遺物について、材質別に製作技術の特徴について概ね適切に説明することができる（可）。

テキスト ・使用しない。講義中にプリントを配布する。

参考書 ・講義中に適宜指示する。

履修上の注意 ・私語など授業態度の悪い学生は、教室の外に出てもらうことがある。

準備学習＜予習・復
習の時間・内容＞

・２単位の修得には、授業時間以外に、１回の授業について４時間の事前・事後学習が必要です。この教科につ
いては、以下の方針に基づき、事前学習（予習）と事後学習（復習）に取り組んでください。具体的内容につい
ては、tani-ＷＡ上で指示します。
〔予習〕考古学資料論の授業内容に関して、あらかじめ指示された課題について資料を収集する。
〔復習〕考古学資料論の授業内容に関して、授業時に学習した内容について再確認する。

オフィスアワー等 ・質問については、授業終了後のほか、水曜４限に個人研究室において受け付ける。

備考・メッセージ ・特になし。

ディプロマポリシー 歴文：DP3

科目ナンバリング 歴文：HI-E-HB2003

授業計画

回数 授業形態 担当教員 授業内容 到達目標

第１
回

講義 犬木　努 考古資料についての基本
知識

当該内容について適切に理解できる。

第２
回

講義 犬木　努 型式論とはなにか？
（１）

当該内容について適切に理解できる。

第３
回

講義 犬木　努 型式論とはなにか？
（２）

当該内容について適切に理解できる。

第４
回

講義 犬木　努 層位論とはなにか？
（１）

当該内容について適切に理解できる。

第５
回

講義 犬木　努 層位論とはなにか？
（２）

当該内容について適切に理解できる。

第６
回

講義 犬木　努 土器の製作技術（１） 当該内容について適切に理解できる。

第７
回

講義 犬木　努 土器の製作技術（２） 当該内容について適切に理解できる。

第８
回

講義 犬木　努 青銅器の製作技術（１） 当該内容について適切に理解できる。



第９
回

講義 犬木　努 青銅器の製作技術（２） 当該内容について適切に理解できる。

第１
０回

講義 犬木　努 鉄器の製作技術 当該内容について適切に理解できる。

第１
１回

講義 犬木　努 石器の製作技術 当該内容について適切に理解できる。

第１
２回

講義 犬木　努 石製品の製作技術 当該内容について適切に理解できる。

第１
３回

講義 犬木　努 石製模造品の製作技術 当該内容について適切に理解できる。

第１
４回

講義 犬木　努 瓦の製作技術 当該内容について適切に理解できる。

第１
５回

講義 犬木　努 まとめ 本授業の内容について総合的に理解できる。

授業方法

学習方法 場所 教員数(補助者数) 教科書以外の教材など 時間(分)

講義 教室 １ 90分×15回視聴覚教材および配布資料を使用


